
昭
和
六
十
年
五
月
二
十
八
日
受
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答

弁

第

二

八

号 
   

衆
議
院
議
員
矢
山
有
作
君
提
出
天
皇
誕
生
日
を
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ー
と
し
て
い
る
こ
と
に
関
す
る
質
問 

に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

内
閣
衆
質
一
〇
二
第
二
八
号 

昭
和
六
十
年
五
月
二
十
八
日 

衆

議

院

議

長 
坂 

田 

道 

太 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

中 

曽 

根 

康 

弘 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
矢
山
有
作
君
提
出
天
皇
誕
生
日
を
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ー
と
し
て
い
る
こ
と
に 

関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ー
は
、
主
と
し
て
外
国
と
の
関
係
に
お
い
て
相
互
に
国
家
と
国
民
の
繁
栄
等
を
祝
し
合
う

日
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
慣
習
が
国
際
的
に
始
ま
つ
た
時
期
は
明
ら
か
で
な
い
。 

二
に
つ
い
て 

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ー
に
は
、
そ
の
国
の
特
定
の
祝
日
が
充
て
ら
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
の
で
、
一
般
的
に 

は
、
国
内
に
お
い
て
当
該
祝
日
に
関
連
し
た
行
事
が
行
わ
れ
、
国
外
に
お
い
て
在
外
公
館
長
の
主
催
に
よ
る
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

三
に
つ
い
て 



四
に
つ
い
て 

五
に
つ
い
て 

な
お
、
皇
居
に
お
い
て
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ー
と
し
て
の
行
事
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。 

在
外
公
館
に
お
い
て
は
、
そ
の
国
の
政
界
、
官
界
及
び
財
界
の
要
人
、
報
道
関
係
者
、
外
交
団
並
び
に
在
留

邦
人
等
を
招
待
し
て
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
行
つ
て
お
り
、
任
国
に
お
け
る
重
要
な
外
交
活
動
の
場
の
一
つ
と
認
識

し
て
い
る
。 

四
月
二
十
九
日
に
は
、
外
務
大
臣
主
催
に
よ
り
、
在
京
大
使
等
及
び
我
が
国
の
関
係
者
を
招
待
し
て
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
を
行
つ
て
い
る
。 

四
月
二
十
九
日
が
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ー
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
外
国
政
府
に
対
し
て
在
外
公
館

か
ら
文
書
等
に
よ
り
通
報
し
て
お
り
、
ま
た
、
本
邦
に
お
い
て
も
外
務
省
発
行
の
外
交
団
リ
ス
ト
に
そ
の
旨
を

記
載
し
て
い
る
。 

四 

 



六
に
つ
い
て 

八
か
ら
十
ま
で
に
つ
い
て 

七
に
つ
い
て 

昭
和
六
十
年
（
集
計
中
） 

昭
和
五
十
九
年 

六
千
三
百
万
円 

昭
和
五
十
八
年 

六
千
万
円 

昭
和
五
十
七
年 

六
千
三
百
万
円 

昭
和
五
十
六
年 

六
千
三
百
万
円 

天
皇
誕
生
日
を
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ー
と
す
る
法
令
の
規
定
は
な
く
、
長
い
間
慣
行
と
し
て
行
わ
れ
て 

政
府
と
し
て
は
行
つ
て
い
な
い
。 

御
質
問
の
費
用
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

五 

 



 

六 

い
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
始
ま
つ
た
時
期
、
経
緯
等
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。 

十
一
に
つ
い
て 

政
府
と
し
て
は
、
特
に
国
民
に
周
知
す
る
た
め
の
措
置
は
と
つ
て
い
な
い
。 

十
二
及
び
十
三
に
つ
い
て 

政
府
と
し
て
は
、
天
皇
誕
生
日
を
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ー
と
し
て
い
る
こ
と
は
現
行
の
憲
法
下
に
お
い

て
も
定
着
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

右
答
弁
す
る
。 




